
提

出

者

首

藤

信

彦

平
成
十
三
年
六
月
六
日
提
出

質

問

第

八

七

号

バ
ル
ー
チ
ャ
ン
水
力
発
電
所
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

87



バ
ル
ー
チ
ャ
ン
水
力
発
電
所
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

日
本
政
府
は
本
年
四
月
、
来
日
し
た
外
務
副
大
臣
に
対
し
ミ
ャ
ン
マ
ー
東
部
カ
ヤ
ー
州
の
バ
ル
ー
チ
ャ
ン
水
力
発
電
所
の
修

復
に
つ
い
て
無
償
資
金
協
力
（
�
�
億
円
）
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
た
。

バ
ル
ー
チ
ャ
ン
水
力
発
電
所
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
最
大
の
水
力
発
電
所
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
全
体
の
電
力
消
費
量
の
�
割

程
度
を
生
産
し
て
い
る
。
�
�
�
�
年
、
日
本
の
対
ビ
ル
マ
戦
時
賠
償
第
一
号
と
し
て
建
設
さ
れ
、
�
�
�
�
年
に
は
補
修
の

た
め
の
有
償
資
金
協
力
（
�
�
・
�
億
円
）
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
都
市
部
で
は
停
電
が
常
態
化
す
る
な
ど
電
力
事
情
の
悪
さ
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
発
電
施

設
の
老
朽
化
、
送
電
時
の
多
大
な
電
力
ロ
ス
、
ま
た
�
�
年
前
後
に
は
、
発
電
所
水
源
地
域
で
の
渇
水
に
よ
り
、
発
電
量
が
低

下
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
軍
事
政
権
に
よ
る
深
刻
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
お
り
、
国
連
総
会
、
国
連
人

権
委
員
会
に
お
い
て
軍
事
政
権
を
非
難
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
な
ど
の
国
際
機
関
、
人
権
活
動
家
か

ら
も
強
い
非
難
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
状
況
で
大
規
模
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
を
行
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
世

一



界
的
な
論
議
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
�
月
�
�
日
に
行
わ
れ
た
米
国
上
院
歳
出
委
員
会
小
委
員
会
で
の
公
聴
会
で
は
パ
ウ
エ

ル
国
務
長
官
が
「
適
切
な
投
資
で
は
な
い
」
と
発
言
す
る
な
ど
、
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
電
力
問
題
を
水
力
発
電
所
お
よ
び
、
周
辺
設
備
の
維
持
な
ど
の
設
備
面
か
ら
の
み
検
討
す
る

の
で
は
な
く
、
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
と
現
政
権
の
対
話
を
進
展
さ
せ
、
民
主
化
推
進
に
寄
与
す
る
役
割
を
果
た
す
手
段

と
捉
え
、
電
力
確
保
と
い
う
名
目
の
も
と
で
生
存
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
地
域
住
民
の
人
権
状
況
の
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
総
合

的
な
角
度
か
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定
の
経
緯
や
人
権
問
題
に
関
す
る
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
、
以
下

質
問
す
る
。

一

地
域
住
民
の
合
意

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
上
で
、
昨
年
、
国
際
協
力
事
業
団
の
専
門
家
が
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー

（
Ｆ
／
Ｓ
）
を
行
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
地
域
に
住
む
住
民
の
賛
同
意
志
に
つ
い
て

は
、
当
然
意
志
確
認
調
査
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
手
法
は
何
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
の
か
。
プ

ロ
セ
ス
も
含
め
、
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

二

事
前
調
査
に
つ
い
て

二



�

バ
ル
ー
チ
ャ
ン
水
力
発
電
所
の
修
復
に
関
し
て
は
�
�
億
円
の
無
償
資
金
が
供
与
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
従
来
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
使
わ
れ
る
金
額
の
不
透
明
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
世
界
的
な
批
判
を
考
慮
す
る
と
、
徹
底
し
て
透
明
性
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
�
�
億
円

は
ダ
ム
の
修
復
費
用
と
し
て
は
極
め
て
大
き
な
金
額
で
あ
る
が
、
金
額
の
根
拠
を
項
目
ご
と
に
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

�

同
州
や
シ
ャ
ン
州
で
は
�
�
年
か
ら
数
年
に
渡
っ
て
降
水
量
が
減
少
し
て
お
り
、
バ
ル
ー
チ
ャ
ン
川
上
流
の
イ
ン
レ
ー

湖
で
も
水
量
が
激
減
し
た
。
そ
の
結
果
、
発
電
所
上
流
の
モ
ブ
エ
・
ダ
ム
の
水
量
が
減
少
し
た
こ
と
が
、
深
刻
な
電
力
不

足
の
根
本
の
原
因
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
ダ
ム
の
水
量
の
減
少
が
電
力
不
足
の
要
因
で
あ
る
な
ら
ば
、
発
電
所

の
修
復
は
本
質
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

こ
の
水
不
足
を
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
モ
ブ
エ
・
ダ
ム
か
ら
農
業
用
水
を
引
い
て
い
た
農
民
に
対
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
は
�
�
年
に
取
水
制
限
命
令
を
下
し
、
す
べ
て
の
水
を
発
電
所
向
け
に
確
保
す
る
た
め
、
モ
ブ
エ
・
ダ
ム
の
両
脇
の
水

路
を
閉
鎖
し
た
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
周
辺
に
住
む
農
民
は
作
物
を
栽
培
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

三



ダ
ム
の
修
復
作
業
に
よ
っ
て
、
こ
の
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
周
辺
の
農
業
へ
の
影
響
緩

和
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
対
応
策
を
示
さ
れ
た
い
。

三

人
権
問
題

�

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
従
来
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
入
る
と
一
帯
が
軍
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
直
接
間
接
的
に
軍
の
使

役
や
建
設
作
業
の
た
め
に
強
制
労
働
が
行
わ
れ
る
。
地
域
住
民
の
生
活
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
農
業
や
教
育
な
ど
に
も

悪
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
実
態
に
つ
い
て
は
国
連
総
会
、
国
連
人
権
委
員
会
に
お
い
て
軍
事
政
権
を
非
難
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る

他
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
な
ど
の
国
際
機
関
、
人
権
活
動
家
か
ら
強
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
権
状

況
、
お
よ
び
奉
仕
労
働
の
強
制
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
詳
細
な
説
明
を
示
さ
れ
た
い
。

�

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
発
生
す
る
強
制
労
働
や
無
償
で
の
立
ち
退
き
な
ど
よ

り
、
地
域
の
住
民
生
活
の
貧
困
化
に
拍
車
が
か
か
る
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
に
あ
る
人
権

へ
の
配
慮
に
は
明
ら
か
に
反
す
る
と
み
な
さ
れ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
つ
い
て
も
見
直
す
べ
き
と
の
諸
外
国
か
ら

強
い
非
難
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

見
解
を
詳
細
に
伺
い
た

四



い
。

�

軍
事
政
権
は
�
�
�
�
年
以
降
、
水
力
発
電
所
周
辺
に
地
雷
を
設
置
し
て
お
り
、
周
辺
に
は
未
だ
�
�
�
�
も
の
地
雷

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
厳
密
に
は
停
戦
状
態
に
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の
民
族
融
和
と
民
主

化
が
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
の
修
復
は
再
び
反
政
府
勢
力
の
標
的
と
な
り
、
援
助
が
無
駄
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

軍
事
政
権
・
国
家
平
和
発
展
評
議
会
に
よ
る
民
主
化
勢
力
の
抑
圧
や
少
数
民
族
へ
の
人
権
侵
害
は
全
国
的
に
続
い
て
お

り
、
国
境
の
タ
イ
側
に
は
�
�
万
人
以
上
と
も
言
わ
れ
る
難
民
が
避
難
し
て
い
る
。
ま
た
数
十
万
人
が
国
内
避
難
民
と
し

て
国
内
で
生
活
し
て
お
り
、
外
部
か
ら
一
切
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
こ
の
国
の
人
権
問
題
を
表
す
実
例
で
あ
る
が
、
政
府
は
こ
の
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

四

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
援
助
と
中
国
か
ら
の
資
金
の
還
流

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
日
本
政
府
が
実
施
予
定
の
改
修
工
事
以
外
の
送
電
線
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
が
請
け
負
う
こ
と
に
な
り
、
総
額
�
�
�
�
万
ド
ル
、
年
利
�
・
�
％
で
有
償
資
金
協
力
を
行
う
こ
と
が
ミ
ャ
ン

五



マ
ー
政
府
と
の
間
で
契
約
に
正
式
調
印
さ
れ
た
（
平
成
�
�
年
�
月
�
�
日
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
海
外
に
資
金
援
助
で
き
る
余
裕
が
な
い
こ
と
は
明
白
で
、
日
本
か
ら
資
金
援
助
を

受
け
る
一
方
で
、
第
三
国
へ
の
支
援
を
拡
大
し
て
い
る
中
国
の
資
金
の
還
流
を
指
摘
す
る
声
も
出
て
い
る
。

�

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
中
国
、
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
事
情
聴
取
を
行
っ
た
の

か
。
中
国
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
両
政
府
の
見
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
詳
細
を
示
さ
れ
た
い
。

�

我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
第
三
国
に
還
流
さ
れ
る
事
態
は
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

五

電
力
の
軍
事
利
用
に
関
し
て

日
本
政
府
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
人
道
援
助
と
し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
ラ
ル
ド
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
な

ど
の
報
道
機
関
は
、
電
力
の
�
分
の
�
は
軍
関
係
が
使
っ
て
い
る
と
の
調
査
結
果
を
報
道
し
て
い
る
。
人
道
援
助
と
称
し
て

発
電
所
の
改
修
を
行
い
、
軍
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
国
際
社
会
の
指
摘
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

六

民
主
化
実
現
へ
の
影
響

六



ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
に
お
い
て
人
権
問
題
等
の
状
況
に
進
展
が
見
ら
れ
ず
、
国
際
社
会
が
軍
事
政
権
と
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ

Ｌ
Ｄ
）
と
の
対
話
を
慎
重
な
姿
勢
を
取
る
中
、
日
本
が
経
済
援
助
を
行
う
こ
と
は
、
軍
事
政
権
の
政
策
を
容
認
し
て
い
る
と

の
シ
グ
ナ
ル
を
発
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
影
響
力
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


